


課題背景
① 背景・需要の高まり

・全国的にさつまいもの需要が拡大
・宮城県・JA全農みやぎが県内産地の生産・流通拡大に着手

②JA加美よつばの取り組み
・令和5年度：貯蔵施設を整備し、出荷拡大（作付面積2.2ha）
・令和6年度：キュアリング施設導入 → 生産体制の強化

③寒冷地でのさつまいも栽培
・寒冷地では栽培が難しいとされていた品目
・加美町の(有)ライスアーティストが長年栽培に取り組み

地域の気候・土壌に適したノウハウを蓄積、高い生産性を実現

産地化へ向けた課題
・新規作付者が安定した収量・品質を早期に確保することが重要
・加美地域に適した栽培技術体系の確立が急務
・(有)ライスアーティストの技術を「見える化」
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○定性的目標
⇒新規のさつまいも作付者の高品質安定生産が行われ、作付拡大意欲が高まる。
⇒作付拡大の基礎となる、加美地域の気候に合わせた栽培体系が確立される。

○定量的目標
⇒新規作付者の収量 実績：R5 1.7t/10a

目標：R6 2.1t/10a 実績：1.6t/10a
目標：R7 2.5t/10a 実績：2.0t/10a

○活動項目
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プロジェクト課題の目標と活動項目

項目１ 新規作付者の力量に合わせた栽培技術向上に向けた技術指導
項目２ 加美地域におけるさつまいも栽培マニュアルの作成



R６移植研修会 R6現地検討会

植付作業の実演で作業を確認
先進農家のノウハウを伝達

相互の取組み状況を共有

活動状況
項目１ 新規作付者の力量に合わせた栽培技術向上に向けた技術指導

３



R7土壌分析と地力窒素の測定

連作・新規ほ場の土壌分析の実施
地力調査の試行

JA営農指導員と巡回
個別施肥や定植に向けた指導 ４

活動状況
項目１ 新規作付者の力量に合わせた栽培技術向上に向けた技術指導

R7個別指導も実施



R7活着状況・生育の確認 R7現地検討会、生産者同士の情報共有

R6産の課題だった活着状況を確認
⇒ドローンによる生育記録も実施

生産者同士の活発な情報交換
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活動状況
項目１ 新規作付者の力量に合わせた栽培技術向上に向けた技術指導



R7収穫・選別講習会 R7選別作業の確認

更新したマニュアルを用い
効率的な作業手順や注意点を指導

その後も巡回し、
選別時の注意点を再確認

６

活動状況
項目１ 新規作付者の力量に合わせた栽培技術向上に向けた技術指導



⇒新たに見えた問題点や課題
・良質苗の適期確保
・肥沃畑のつるぼけ
・新たに発生した害虫被害
・高温・干ばつ

技術や工夫による解決策の模索
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活動状況
項目１ 新規作付者の力量に合わせた栽培技術向上に向けた技術指導

⇒新規作付者の収量 R7
目標：2.5t/10a
実績：2.0t/10a



R6(有)ライスアーティストから作業のポイントの聞き取り R6マニュアル（仮）の作成

作業時の注意点や工夫を調査
ノウハウの見える化に向け情報収集

活動状況
項目２ 加美地域におけるさつまいも栽培マニュアルの作成

８

定植作業



R6栽培状況の調査 R6試掘り調査

生育状況や試掘り調査(JAと協力)
先進的生産者も未経験のつるぼけが複数ほ場で発生

活動状況
項目２ 加美地域におけるさつまいも栽培マニュアルの作成

９

「つるぼけ」症状
つるが長く伸び
いもの肥大が悪い



R6,R7新規作付者に対して作業毎の疑問点や課題の聞き取り

マニュアルの改善を図るため、分かりにくい点を確認
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活動状況
項目２ 加美地域におけるさつまいも栽培マニュアルの作成
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活動状況
項目２ 加美地域におけるさつまいも栽培マニュアルの作成

R6,R7マニュアルの充実に向け様々な作業写真の収集も実施

自作定植棒
鎌入れ

つる切り機

自走式収穫機

定植作業



作付拡大を図る中で、先進的に取り組む生産者も未経験の様々な問題も発生
「ノウハウの見える化」＋αが必要
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活動状況
項目２ 加美地域におけるさつまいも栽培マニュアルの作成

つるぼけ

先進産地の取組みも調査し
マニュアルを改善

高温・干ばつ

新たな害虫被害



加美地域におけるさつまいもの新たな産地形成に向けた生産技術の確立

13

まとめ

項目２ 加美地域におけるさつまいも栽培マニュアルの作成

３月に栽培講習会を予定
更新したマニュアルを使って次作での目標達成を目指す

項目１ 新規作付者の力量に合わせた栽培技術向上に向けた技術指導
○定量的目標 ⇒新規作付者の収量 実績：R5 1.7t/10a

目標：R6 2.1t/10a 実績：R6 1.6t/10a
目標：R7 2.5t/10a 実績：R7 2.0t/10a

生産者の声：「年々技術は向上し、手ごたえを感じた。
伸びしろは十分にあるので課題をクリアし多収を目指したい。」



定植時期の高温・少雨による活着不良
夏期の干ばつ
新たな病害虫の発生

残された課題、新たな課題への対応
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今後の課題

⇒引き続き関係機関と連携し支援
（R8普及センター重点活動）



中山間地農業の核となる
農産物直売所の組織運営能力向上

●計画期間：令和５年度～令和７年度

●対象：農事組合法人やくらい土産センターさんちゃん会理事６人

プラビラボ８人（うち、さんちゃん会会員３人）

●担当チーム員：

令和７年度：◎小林雅文、大和田祥代、尾上智子、今野愛祐美、小宮なぎさ、羽場蓮

宮城県大崎農業改良普及センター

グーグルマップの
クチコミから作成した

ワードクラウド



１ 課題の背景

やくらい土産センター（H6設立 H14法人化）
の抱える問題点と支援策

(1)高齢化による組合員の減少と経営者（理事）の高齢化

⇒若い組合員の確保・育成と若手経営者への事業継承

(2)組合員の減少による出荷数の減少

⇒品揃え強化、魅力ある品目への取り組み

(3)出荷数の減少による販売額の減少

⇒集客力の強化、魅力ある店舗づくり

宮城県大崎農業改良普及センター １



２ このプロジェクトが目指すもの

(1)定性的目標

①法人としてのさんちゃん会の組織運営能力が向上し、経営安定が図られる。

②プラビラボの構成員が次代の中山間地農業の担い手として成長し定着する。

③理事と若手農業者が協調して経営改善計画の検討・策定を行うことにより、

若手農業者の育成と定着が図られ、以て安定的・持続的な組織運営が可能

となる。

(2)定量的目標

理事と若手組合員、プラビラボによる経営改善に向けた新規取組数

R4（０）→R5（３） → R6（６） → R7（10）

（）内の数値は各年度の積算

宮城県大崎農業改良普及センター ２



２ このプロジェクトが目指すもの

(3)定量的目標の設定項目

宮城県大崎農業改良普及センター

「理事と若手農業者組合員，プラビラボによる経営改善に向けた新規取組数」
取り組み内容

1 新規作物導入の有無
2 売り場改善への取り組み（研修内容の実施）
3 集客に向けた取り組み（看板、のぼり等の設置）
4 情報発信力の強化（HPの改善）
5 集荷体制の改善
6 新規出荷者の獲得
7 近隣施設との企画・連携会議の再開
8 惣菜品の新規開発
9 若手構成員による連絡会議の設立
10 若手構成員による新規イベント開催
11 加工品の新規開発
12 経営継承計画の策定
13 後継者候補の選定と育成
14 直売品目の売上額向上
15 来客数の向上

このうち、１０
項目の達成を
目標とした。
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３ 具体的な活動項目

宮城県大崎農業改良普及センター

(1)品ぞろえと商品力の強化

(2)集客力と顧客対応力の強化

(3)若手生産者とともに取り組む次世代への継承準備

・各種研修会（新規作物導入、春作・秋作野菜、高温対策、土壌・肥料
農薬の適正使用）

・野菜、花き、果樹の巡回指導
・若手出荷者に対する技術指導

・各種研修会（接客力向上、売り場改善、商品力向上）
・新商品の開発支援

・若手組合員によるイベント開催支援
・法人形態変更に向けた各種支援

４



４ 活動内容

(1)品ぞろえと商品力の強化①

宮城県大崎農業改良普及センター

R6.7.2 土づくり研修会

R6.11.4 高温対策研修会

R4.11.30 新規作物導入研修会

R7.6.2 若手組合員への栽培指導
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４ 活動内容
(1)品ぞろえと商品力の強化②

宮城県大崎農業改良普及センター ６



４ 活動内容

宮城県大崎農業改良普及センター

(2)集客力と顧客対応力の強化

R4.12.6 おもてなし研修会

R5.3.7 売場改善研修会

R6.2.28 ＰＯＰ作成研修会

R7.2.26 売場改善研修会
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宮城県大崎農業改良普及センター

４ これまでの活動内容

(3)若手生産者とともに取り組む次世代への継承準備①

R5,R6,R7  カミヤングイチ開催支援

R5,R6,R7  専門家による指導
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宮城県大崎農業改良普及センター

４ これまでの活動内容

R7.6.25 総会

(3)若手生産者と共に取り組む次世代への継承準備②

R5,R6,R7株式会社化に向けた理事勉強会
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宮城県大崎農業改良普及センター

５ 活動の成果
(1)定性的目標の評価
①法人としてのさんちゃん会の組織運営能力が向上し、経営安定が
図られる。

⇒令和４年度以降、販売額が増加

②プラビラボの構成員が次代の中山間地農業の担い手として成長し
定着する。

⇒プラビラボのメンバー２名が役員（理事、監事）に就任
⇒土産センターを核として活動している若手農業者が自

主的な地域活性化イベント「カミヤングイチ」を開催

③理事と若手農業者が協調して経営改善計画の検討・策定を行うこ
とにより、若手農業者の育成と定着が図られ、以て安定的・持続的
な組織運営が可能となる。

⇒法人形態変更に向け、若手理事が中心となり経営改善
計画を策定中
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宮城県大崎農業改良普及センター

５ 活動の成果

(2)定量的目標の評価
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図－１ 総販売額の推移（平成24年～令和６年度）

宮城県大崎農業改良普及センター

５ 活動の成果
(3)販売額の推移

プ
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ェ
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開
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支
援
開
始
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宮城県大崎農業改良普及センター

５ 活動の成果
(4)部門別販売額の推移
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宮城県大崎農業改良普及センター

６ 残された課題と今後の対応
(1)組合員数の減少
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図－３ 組合員数の推移（正組合員と員外組合員の計）
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宮城県大崎農業改良普及センター

６ 残された課題と今後の対応

(２)来客数の減少
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図－４ 来客数の推移（平成24年～令和６年）
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宮城県大崎農業改良普及センター

６ 残された課題と今後の対応

(３)後継者の育成と円滑な経営継承

・令和９年度の総会が役員改選期
・代表理事を含め後継役員の経営者としての育成

(４)安定した法人運営

・法人形態変更後の事業展開の支援

⇒令和8年度重点活動として継続支援
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